
① 補償に関する決定
【支部長】

災害の認定（公務上・公務外）、通勤災害非該当の認定など。

② 審査請求書の提出
【審査請求人等】

上記①の支部長の決定に不服がある場合は、処分があったことを知った日の翌日か
ら起算して３か月以内に支部審査会に対して審査請求をすることができます。

③ 審査請求の受理
【支部審査会】

支部審査会で審査請求を受付後、要件審査を行い、審査請求書に不備がない場合に
受理をします。
※不備がある場合には補正を依頼する場合があります

④ 弁明書の提出
【支部長】

上記③で受理をした場合、支部長に対して支部審査会から弁明書の提出を依頼しま
す。支部長から提出された弁明書は支部審査会から審査請求人等へ送付します。
※弁明書は義務であるため支部長は必ず支部審査会へ提出します。

⑤ 反論書等の提出
【審査請求人等】

審査請求人等は、支部審査会に対して、上記④の弁明に対する反論書又は証拠書類
等の追加の提出をすることができます。また、反論書の提出依頼と併せて口頭意見
陳述＊を実施するかの意向確認を行います。
＊口頭意見陳述
審査請求人等が口頭で審査請求に係る事件に関する意見を述べることができます。

支部審査会の開催

⑥ 審議（争点整理、口
頭意見陳述等）

審査請求人等から申し出があった場合は口頭意見陳述を実施します。
※口頭意見陳述の実施日は別途調整します。

⑦ 審理手続の終結 支部審査会で審理手続きが終結したら、審査請求人等にその旨を通知します。

⑧ 裁決 支部審査会で合議の上裁決を行い、裁決後に支部審査会から審査請求人等へ裁決書
（謄本）を送付します。

地方公務員災害補償基金千葉県支部への審査請求の流れ
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再審査請求※２

取消訴訟※２

新たな決定※３

標準審理
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※１ 標準審理期間（支部審査会：１年）
審査請求が到達してから、裁決をするまでに通常要すべき標準的な期間として支部審査会が定めた期間です。審査請求の審理
期間の目安として定めているものであり、請求の内容や請求時期、その他の事情によって、実際の審理期間は前後します。また、
標準審理期間の経過をもって、直ちに違法な不作為や裁決の手続上の瑕疵に当たることとなるものではありません。
※２ 支部審査会の裁決に不服がある場合
裁決書を受け取った日の翌日から起算して１か月以内に本部審査会へ再審査請求をするか又は、裁決書を受け取った日の翌日
から起算して６か月以内に裁判所に取消訴訟の提起をすることができます。
※３ 支部長による新たな決定
裁決によって、支部長の決定の全部又は一部が取り消された場合には、支部長は裁決の趣旨に従い、あらためて補償に関する
決定を行うことになります。


